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本日の研修内容

•講義（30分）

•実習（30～45分）

•質疑応答（15分）

•約90分の予定です



講義内容

1. 新型コロナワクチンとは

2. コミナティの取り扱いの注意点

3. ファイザーHPから情報収集する

4. 調製手順の説明



1. 新型コロナワクチンとは

FP Polack et al. N Engl J Med 2020;383:2603-2615.



2.コミナティの取り扱い注意点

•保存や解凍の期限を守る
• 保存 － 解凍* － 希釈 (～採取)

• -75℃ － 冷蔵庫 － 室温 (～0.3mL採取)

• 6ヵ月 － 5日以内 － 6時間以内

•遮光、紫外線を避ける
• ふた、アルミホイル、遮光袋などで遮光する

•振動や衝撃に弱いため、バイアルを激しく振と
うさせたり落としたりしない

*常温での解凍方法もあり。30分後より希釈可能(2時間以内)



添付文書：適用上の注意

看護師国家試験より



3.ファイザーHPから情報収集する







PDFで参照できます
必読です！



ワクチンの取り扱い p12



ワクチンの取り扱い p13



動画も参考になります







4.調製手順

① 希釈前の転倒混和 （上下に10回）

② 生食1.8mLで希釈

③ 希釈後の転倒混和 （上下に10回）

④ ワクチン接種液0.3mLを採取



タイムスケジュールの例
（土曜日に職員300人分を調製）

• 前日、ワクチンを冷蔵庫へ移し解凍
• 接種用針と接種用シリンジの接続は、汚染防止の観点から当
日行うのが望ましいが、当日の作業効率を考え前日に100本分
のみ準備した

• 当日、接種開始1時間前に薬剤師3名で調製開始
• -60分 3名で約50Vを転倒混和→生食で希釈→転倒混和(30分)
• -30分 3名で0.3mL採取開始

• 調製者1名がワクチン1V6本採取に8～10分かかるとすると
• 30分間で3名で採取⇒(30/8*6～30/10*6)*3名=54～66本

• 0分 接種開始 できた分だけ払い出し (50～60本)
• 残り40～50本を30分以内に調製し払い出し

• 30分 計100本払い出し
• 90分 計200本払い出し
• 150分 計300本払い出し
• 180分 接種終了

1時間枠に100人の接種予約
(8:30～11:30)

※実際は接種開始後より看護師
2名の応援がありました

この例の場合、
調製担当者は(最低)4名以上で
接種開始1時間前から
調製開始するのが望ましい



ワクチン1Vで6本採取するコツ

• 0.3mLを少しでもオーバーさせないで測りとる
（少しでもoverすると6本目は絶対取れない)

• 5本採取したところで、バイアルをしばらく反転
放置させて6本目をとる

※「1回0.3mLを採取できない場合、残量は破棄」
（添付文書）

普通の1mLシリンジを使用して



写真で見る調製風景

超冷凍庫（ディープフリー
ザー）



県から支給された保冷
バックに入っていたア
ルミケース
（50V入ります）

コミナティ→
個装されていないところが
緊急性を醸し出しています



前日に冷蔵庫
（2～8℃）へ入
れて解凍してい
ます。

前日



当日

冷蔵庫から
ワクチンを
取り出して
調製開始

希釈用生食
を採取する
シリンジ
（3mL)と針
（21G）



生食で希釈



生食1.8mlを入
れたら、1.8ml
分の空気をシリ
ンジに戻してか
ら針を抜く

①転倒混和

⑤転倒混和

②アル綿消毒

③1.8ml
生食注入

④1.8ml
空気戻す



0.0mLから注射筒をゆっくり引き
始める

下部にとろっとした液、そ
して上部に空気が入ります

0.3mL
採取

針をバイアルに
刺す前に注射筒
を0.0mLにする



上部の空気をゆっくり押し出します

（この時、針先が液面から出ている方
が泡立ちにくくなります）

空気がなくなったので
再度ゆっくり引いていきます



0.3mL取って完成 遮光して室温(2-30℃)で保存します



気泡のトラブルシューティング
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気泡のトラブルシューティング
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その他
• 0.3mLとるときは、0.3mL分の空気を入れずに抜
くので良いと思います。バイアル内圧は低下
(陰圧状態)しゴム栓から薬液のもれを防ぐこと
ができます。

•一方で陰圧状態が影響し、0.3mLの目盛りで合
わせた後針を抜く際に若干注射筒が引かれ、
0.3弱の用量になる可能性があります。
• しかし実際行ってみるとそこまで自動的に引かれる
ことはありません・・・

•リキャップは注意して行いましょう



まとめ

• 清潔操作を意識しましょう

• ワクチンは丁寧に取扱い、遮光しましょう

• 1Vで6本とるなら、0.3mlを少しでもオーバーさせない、反

転放置してから採取する

• 当日接種の終盤にかけて、あと何本つくるかを計算するた

めに、調製者側は調製本数を把握する方がよいです

• ファイザーHPから参照できる「ワクチンの取り扱い」は必

ず読みましょう


